
０２３ 平安時代（全 12 回の第 9回） 平安時代後期 政治史 院政期① 
  

 

＜        天皇＞ 

     天皇の政治 

･･･摂関家を    としない。 

➟人材登用        ら。 

1069             

          （    ） 

を設置し、天皇自ら     に 

あたる。    家の荘園も例外 

なく大打撃。 

           の成立 

荘園整理令で土地の区分が明確化 

 貴族寺社が支配する    と 

 国衙の支配下にある    の 

 ２本立て。 

◎公領のしくみ 

 土地を   ・   ・   に 

区分し、   ・   ・   を 

任命、     を請け負わせる。 

国司はほぼほぼ    国司で、 

国司が派遣した    が現地の 

      を指揮して行う。 

◎農民のうごき 

 郡司や保司は、土地を    に 

区分し、徴税を     に請け負 

わせた。有力農民は    という。 

大有力農民を      という。 

徴税を請け負った田堵を      

という。 

◎名主のうごき 

 名主は    ・作人を使役して 

耕作し、以下を国や領主に納めた。  

    ・    ・     

 〔米〕  〔特産物〕 〔労役〕 

 

  

 

白河  近衛   高倉   順徳 

堀河  後白河  安徳   仲恭 

鳥羽  二条   後鳥羽  後堀河 

崇徳  六条   土御門 

 

歴代天皇名、ここまでよく頑張りました！ 

次からは武士の時代なので、歴代天皇名を

これ以上覚える必要はありません！ 

 

＜    上皇＞ 

    天皇は死に臨んで子の    

天皇に譲位するが、ただし「おまえ 

の子のうち摂関家の娘が生んだ    

には皇位を譲るべからず。」 

◇    年 

白河、子の    天皇に皇位継承。 

政治は自分が引き続き行う。 

→    を開いて    開始。 

◇組織 

 院からの命令 

       …院庁からの命令書 

    …上皇の命令を伝える文書 

 が、政府の命令を越える権威。 

       …上皇の側近で、 

       貴族。     層。 

→     家を抑え込むため。 

         …院の武力。 

 〔   を利用〕 

◇白河上皇、堀河に死なれて  

→    となる。 

◇堀河の遺児       即位。 

→幼いので白河法皇が引き続き院政。 

◇    が生まれると、    を 

 退位させて崇徳天皇を立て、院政。 

 〔白河院の院政合計５７年間〕 

→この５７年間で    家は弱体化。 


